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鱗片は母球の一番外側の一列は病害を被っている恐れが

あり､貯蔵養分も少いので取り除き､その次の層から用

いる｡また繁殖を目的として栽培する場合には､木子や

母球の充実を阿るため､雷はなるべく早 くつみとること

が必零である｡

スイセンなどはある年代栽培された時容易に分離繁殖

することができる｡グラジオラスは品種によって新球根

の下面に多数の豆粒状の′ト球ができ､一方母球から生ず

る井の雅生の旺盛なものは分球が多く､ この両方で繁殖

されるo小球は木子と呼ばれ､種類と栽培法によって著し

く異なり､少ないもので3-4球､多いもので300-400球

も着くものである｡これを上手に播けば急速に増殖する

ことができる｡その上､この木-[･の中には春播いてrEか

ら秋に聞花するものがf日当多く､これらは切花として高

価に販売できることもあるOまた球茎.よ発根部分と発芽

すべき芽の部分をつけて鋭利な小刀で分離するとき､完

全な分球紫苑ができる｡

2. 分 株 繁 殖

普通､株分け､芽分け､根分けと呼ばれ､漕ぎ木類や宿

根草の繁殖に桐いられ最も簡単な方法である｡

ガーベラは肥沃な土壌では 1年に10数芽発生し､よく

開花する｡ 3年Hになると株が大きくなりすぎ､花芽の

群生がイく良となるゆえ､一株3-5芽とし秋から春にかけ

て株分けする｡株分けには鋭利な鎌や長い庖丁などで耳

を傷つけないよう短縮茎を切る.新たに植付ける場合に

は根と魔をY･L分 化に切って湧苧植えしないようにするo

切花をi:とする営fLrJ栽培では､鉄で-▲芽-･棟に/Jlけたも

のを株問3Ccm､条間30-60cmに植えるO

キクの株分けは栽培のlj的､種類などによって異なる

が､圃場に患いて大嵐生産の切花栽培､懸崖菊の栽培､

確実に紫苑しようとする場合に行なわれる｡相当大妹を

養成するためには秋しよう花後､その根本から幾分遠ざ

か った部分に発生:した籍大の充実した根茎を用V､る｡普

通栽培では3,4月が適してVLるが､キクには秋菊､寒菊､

夏菊など各種品種､系統が多く､また日長処糟 (電照と

暗#･を用いる)により周年切花としてlLF'.荷されるので､

株分けの時lUIもそれにより考慮されなければならない｡

その他､アンソリウム､アスパラガス､ラン類､ノミン

ダナス､クンシラン､カラジウム､カンナ､イチノ､ツ､

ジンジヤ､カラ-､スイレン､オモ ト､シュロチク､カ

ンノンテクなども抹卦繁殖が行なわれる｡これら宿根草

の粍/分けの時期は一般に地 相βが枯れるか生育75I.殆どlL

って後から早春の発芽期匿 前までの間に行なわれるか､

(10)

初冬に株分けを行うと5,'･-?:1[-･の開花､生育には良い結果を

もたらす場合か多いO (つづ<) (友 寄 長 重 )
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